
　

昨
年　

月
、
市
内
に
居
住
す
る　

歳

12

20

以
上
の
人
を
、
無
作
為
に
1
万
人
抽
出

し
て
実
施
し
ま
し
た
。（
有
効
回
答
数

2　

7
1
3
、
有
効
回
答
率　

・
1
％
）

27

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
合
併
に

つ
い
て
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど
、
貴

重
な
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
今
後
の
合

併
協
議
や
ま
ち
づ
く
り
計
画
、
広
報
の

方
法
な
ど
、
合
併
の
取
り
組
み
に
反
映

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

主
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

問　

佐
世
保
市
が
市
町
村
合
併
を
検

　

討
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
た

　

か
答　

は
い
（　

・
7
％
）

84

　
　

い
い
え
（　

・
3
％
）

15

問　

市
町
村
合
併
を
身
近
な
問
題
と
考

　

え
ま
す
か

答　

は
い
（　

・
5
％
）

66

　
　

い
い
え
（　

・
5
％
）

33

問　

合
併
を
身
近
な
問
題
と
考
え
る
理

　

由
は
？
（
複
数
回
答
）

答　
（
左
の
グ
ラ
フ
参
照
）

①
市
町
村
合
併
が
全
国
的
に
話
題
に
な

　

っ
て
い
る
か
ら

②
市
町
村
合
併
が
佐
世
保
市
の
将
来
に

　

と
っ
て
重
要
な
問
題
と
思
う
か
ら　

③
市
町
村
合
併
が
自
分
た
ち
の
将
来
の

　

生
活
に
影
響
が
あ
る
と
思
う
か
ら

④
佐
世
保
市
と
合
併
を
希
望
す
る
町
が

　

あ
る
と
聞
い
て
い
る
か
ら

⑤
そ
の
他

問　

市
町
村
合
併
に
ど
の
よ
う
な
効
果

　

を
期
待
し
ま
す
か
（
複
数
回
答
）

答　
（
回
答
が
多
い
順
に
主
な
も
の
）

�
議
員
や
三
役
（
町
長
、
助
役
、
収
入

　

役
）
な
ど
の
人
員
を
削
減
し
、
経
費

　

が
節
減
で
き
る
（
七
百
六
十
人
）

�
地
域
の
活
力
の
基
礎
と
な
る
人
口
や

　

豊
か
な
自
然
、
特
産
品
な
ど
が
増
加

　

す
る
（
六
百
四
十
七
人
）

�
市
町
村
合
併
を
支
援
す
る
国
・
県
の

　

財
政
支
援
を
、
将
来
に
向
け
た
ま
ち

　

づ
く
り
に
活
用
で
き
る（
四
百
一
人
）

問　

近
隣
町
で
あ
る
世
知
原
町
、
吉
井

　

町
と
の
合
併
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま

　

す
か

答　
（
左
の
グ
ラ
フ
）

問　
 
外
海 
離
島
（
宇
久
町
・
小
値
賀
町
）

が
い
か
い

　

と
の
合
併
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す

　

か
答　�

地
理
的
に
離
れ
す
ぎ
て
い
て
、
一
つ

　

の
市
と
し
て
や
っ
て
い
く
に
は
無
理

　

が
あ
る
（　

・
4
％
）

44

�
難
し
い
課
題
は
あ
っ
て
も
、
合
併
に

　

前
向
き
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る　

　
（　

・
1
％
）

26
�
離
島
で
あ
る
た
め
効
率
化
が
十
分
に

　

で
き
な
か
っ
た
り
、
交
通
費
な
ど
新

　

た
な
支
出
が
増
え
た
り
し
て
合
併
の

　

目
的
が
達
成
で
き
な
い
（　

・
2
％
）

19

�
医
師
の
確
保
、
過
疎
化
の
問
題
な
ど

　

大
き
な
行
政
課
題
を
抱
え
る
こ
と
で

　

本
土
の
行
政
に
影
響
を
及
ぼ
す

　
（
6
・
8
％
）

�
そ
の
他
（
3
・
5
％
）

2003.3

シリーズ⑦

合
併
協
議
会
事
務
所
開
所
式
で
市
役
所
に
看

板
を
設
置
す
る
佐
世
保
市
長
と
世
知
原
町
長

合
併
協
議
会
設
置
の
経
緯

【
世
知
原
町
住
民
の
設
置
請
求
】

　

本
市
と
世
知
原
町
は
昨
年
4
月
か
ら
、

周
辺
地
域
も
含
め
た
個
性
豊
か
で
活
力

の
あ
る
地
域
を
創
造
し
て
い
く
た
め
に
、

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
調
査
、
検
討
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
本
市
と
の
合
併
を
望
む

世
知
原
町
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、

署
名
活
動
（
住
民
発
議
）
が
行
わ
れ
、

昨
年　

月　

日
、
合
併
特
例
法
に
基
づ

11

13

く
合
併
協
議
会
（
法
定
合
併
協
議
会
）

の
設
置
が
請
求
さ
れ
ま
し
た
。

【
本
市
の
考
え
方
】

　

本
市
は
次
の
理
由
で
、
世
知
原
町
と

の
合
併
の
話
し
合
い
を
さ
ら
に
進
め
よ

う
と
考
え
、
1
月　

日
の
臨
時
市
議
会

17

で
承
認
を
得
て
、
2
月
3
日
、
合
併
協

議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

①
本
市
と
世
知
原
町
は
、
通
勤
、
通
学
、

　

医
療
、
買
い
物
な
ど
住
民
の
日
常
生

　

活
の
多
く
の
面
で
深
い
つ
な
が
り
が

　

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
両
市
町
が
今
後

　

の
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
に
対
応
で

　

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
一
体
と
な
っ
て

　

進
め
る
こ
と
が
、
広
域
的
な
生
活
経

　

済
圏
を
持
つ
本
市
に
と
っ
て
も
プ
ラ

　

ス
に
な
る
。

②
佐
世
保
・
吉
井
・
世
知
原
任
意
合
併

　

協
議
会
で
、
調
査
や
協
議
を
行
っ
た

　

結
果
、
行
政
の
効
率
化
を
図
っ
て
い

　

く
こ
と
や
、
国
・
県
の
合
併
支
援
策

　

を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　

長
期
的
に
み
る
と
財
政
基
盤
の
強
化
、

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と

　

が
で
き
る
。

③
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
で
、

　

世
知
原
町
と
の
合
併
に
つ
い
て
、
賛

　

成
が
半
数
以
上
あ
っ
た
。

法
定
合
併
協
議
会
と
は
？

　

佐
世
保
市
・
世
知
原
町
合
併
協
議
会

は
、
法
に
基
づ
く
合
併
協
議
会
で
、
合

併
に
向
け
た
本
格
的
な
協
議
の
場
と
な

り
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、
協
議
会
の
委
員
は
佐
世

保
市
長
、
世
知
原
町
長
、
各
3
人
の
議

会
代
表
の
ほ
か
、
地
域
の
代
表
者
8
人
、

広
域
的
な
視
点
を
持
つ
学
識
経
験
者
5

人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

w
w
w
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お
尋
ね　

市
役
所
市
町
村
合
併
事
務
局

　
　
　
　
　
（
�
�
1
1
1
1
）

世世世世世世世世世世世
知知知知知知知知知知知
原原原原原原原原原原原
町町町町町町町町町町町
ととととととととととと
ののののののののののの
合合合合合合合合合合合
併併併併併併併併併併併
ににににににににににに
向向向向向向向向向向向
けけけけけけけけけけけ

本本本本本本本本本本本
格格格格格格格格格格格
的的的的的的的的的的的
ななななななななななな
協協協協協協協協協協協
議議議議議議議議議議議
ををををををををををを
進進進進進進進進進進進
めめめめめめめめめめめ
ままままままままままま
すすすすすすすすすすす

　

佐
世
保
市
・
世
知
原
町
合
併
協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
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世　知　原　町

　昭和 15年に町制施行。昭和 20～ 40年代の石炭産業の盛衰
は、町の歴史に大きな影響を与えました。
　人口は 4,243 人（平成 12年 10月 1日国勢調査）。産業は、
県下 2番目の生産量を誇るお茶をはじめ、農業が盛んです。
　また、町内外から多くの人が参加する「じげもん市」「せちば
るロードレース」など、1年を通してさまざまなイベントが開催
されます。

大藤河川公園（世知原町）

　世知原町は佐世
保市の北に隣接し、
周囲を山々に囲ま
れた高原の町です。
県北最高峰の国見
山から県下最長流
の佐々川が町の中
央部を東西に流れ、
水と緑の自然が豊
かです。　

合併を身近な問題と考える理由

世知原町、吉井町との合併について

　今回は、昨年 12月に実施したアンケート調査の結果と、2月 3日に
設置した「佐世保市・世知原町合併協議会」についてお知らせします。 市市市市市市市市市市市
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